
（別紙１） 

 

高校生サミットの概要 

 

１．背景・目的 

昨年 12 月、国連総会で「世界津波の日」（11 月５日）が採択されたことを受けて、

高校生の防災意識の向上のために開催されるもの 

 

２．概要 

（１）概要 （※）現在、高知県、黒潮町で構想中の内容 

○ 主 催：黒潮町 

○ 共 催：高知県 

○ 後 援：内閣府、外務省、文部科学省 

○ 開催日：平成 28 年 11 月 25 日（金）～26 日（土） 

○ 場 所：土佐西南大規模公園（体育館、ふるさと総合センター）、県立大方高

等学校 

○ 参加者：海外の生徒 150 名程度、日本の生徒 100 名程度（引率を含む） 

（※）海外の生徒については、アジア・大洋州などの津波防災関心国などから

外務省が招聘する予定 

○ 日 程： 

・ 11 月 25 日（金）15 時～19 時 基調講演、プレゼンテーション（OECD 東北

スクール卒業生を想定）、レセプション 

・ 11 月 26 日（土）９時～19 時 被災地からの報告、分科会、フィールドワ

ーク、交流ランチ、記念植樹、分科会報告、宣言採択、フェアウェルパーテ

ィー 

（２）対象機関 

国公私立高等学校及び中等教育学校 

（３）参加予定校数 

10 校程度 

（※）参加校は、分科会（11/26、1.5 時間を予定）において津波防災に関する

テーマによる発表やディスカッションを予定 

（※）プレゼンの言語については英語を基本とするが、日英通訳も検討中 

（４）参加経費（旅費・宿泊費など） 

自己負担を想定 

（※）宿泊施設については、県立幡青少年の家なども利用可能  


